
小麦の子実水分の推移及び加工適性から見た収穫期

‐   ■  ,il      l               l  l (農 試技術部) ―

1.背 景とおらい

, 近 年、東北北東部で雨害によ―る小麦の品質低下が続いており、雨害防止が最重点の課題である。

1対 策として、水分動態と収穫期の天候を機敏に把握し、迅速に適期収穫をおこなちことが重要で
あることから、①子実水分の推移の傾向を把握し、その特徴を利用して収穫適期を予想すること、
②加=適 性が雨害によりどのように低下す―るのか実例を示すこと、③生産現場での子実水分の把
握をおこなうことをねらいとした。                    ‐

2,技 術内容

(1)小 麦の子実水分の推移の特徴と収穫作業の対応             十   !

小麦の子実水分は、水分45%前後から日当たり平均2～2!5%ずつ低下する。こあことを利用し、
早めの収穫準備を行うこと。                ‐

(子 実水分45%程 度を確認 )
.  ―   ↓  ド

穂や粒の外観や硬さがあti対照表,とよiO■!

子実氷分|を推定するlil!IIillllll!i!|||||liill=■キヤ
i(品種勇い↓チジi才■ilム|ギiⅢ】キ革】ム1干メi

!自1当おり121～|″!:iSi%07k分低革をi
じセ予想収様期を設定する■il■

最早収穫期 :水分-30%

最適収穫期 :水分25%
↓

(水分45%か ら6～ 7日後)

(  〃    7t10日 後)

|

らは穀粒水分計で実測する!

天気予報で収穫期前後の降雨の予報を確認しながら早めの収穫を行う

(2)ナ ンブコムギでは成熱期後約5日め以降、iゴユキコムギでは成熟期前後から穂発芽の危険性

が高くなり、1～ 2日間の連続した濡れによってケミログラム最高粘度か低下や穂発芽が生

じるおそれがある。

3.指 導上の留意事項

(1)子 実水分が30%前後力ヽらそれ以上の高水分で収穫された小麦の乾燥は、ただちに乾燥に移し、

送風温度は40℃以下から極力ていねいにおこなうことさまた、従来からの基本である二段乾燥

を励行する。

(2)降 雨による影響は、アミログラム最高総陵あ|は下 |(aァミラーゼ等の活性化)→ 穂発芽粒の

増加→容積産の低下■製粉性の低下や穫皮色潤の低下キ粉の色相の低下の順に起こる。

予想収穫期を推定する

収穫期を定める

-31-カ



ュ
降

水
江
（

皿

）

砲

　

　

　

神

柔

務

）

（
％
》

４

（
％
）

ア

ミ

ロ

グ

ラ

ム

最

高

粘

度

（
Ｕ

8

6

暦曰く7月X日 )

図 1 小 麦子実水分の推移 (上図)と 品質の変動 (下図)
t( 年 次 :1993年, 品 種 :ルフ

'コ
ムギ, 場 所 :岩手農試

表1 ナ ンプコムギの子実水分と穂や子実の外観特性

子実水分
%

4 7

4 5

4 2

4 0

3 7

3 5

3 0

2 5

2

表2  コ ユキヨムギの子実水分と穂や子実の外観特性

子実水分

4 7

4 5

4 2

4 0

3 7

3 5

3 0

2 5

発

芽

粒

胚学しの状態

のり状でねばる
のり～めし粒状
固いめし粒状
ガム状

柔ら分士ど塁映 .
ゴム状～蝋状
回い蝋状j〕

'ラ
ス化

固い猟状,メラス化
フ`
・

厨 Lの購

のり状
めし粒状
やや固いめし粒状
めし粒状～ガム状

ELIガ4状 __
ゴム状～蝋状
固い蝋状・がラス化
固い蝋状・メラス化

アミロ最高粘度

茎は黄色みを帯びる

穂はやや赤みを帯びる

穂の赤みが強まる

穂は赤褐色になる

"寝f髄 つこ日吸殺始生
穂や殺首が出がる

完全に緑色
背部が黄色みを帯びる

淡褐色,ミツ
タ
の青み消る

淡褐色

赤透明色 (注)

赤透明色

つぶすと胚乳出る

指でつぶれる

指でやっとつぶれ

指腹でつぶれなtヽ

爪でA・ルと割れる

爪がやっとたつ

穂 ・穂首などの

_亡!韓坐つ盪る
亡の青みが消える

完全に緑色 |
背部が☆色みを帯びる

ミツ
つ
の青みが残る

翌1父搬 漣生る_1_

つぶすと胚乳出る

指でつぶれる

ナ旨でやっとつぶれ

指腹でつぷれない

爪でハ
・
カリと割れる

爪がやっとたつ
2
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